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研究成果の概要（和文）：本研究は、都心核を対象に、近代化以前に都心を形成してきた環状構

造の殻に着目し、現地調査や文献調査等により歴史的変遷と時代背景との関係から環状構造の

変遷を分析し、類型別に環状構造の特徴を明らかにした。また、国内外の都市の事例調査によ

り、環状構造の歴史的な意義や市街地形成上の役割を整理すると共に、環状構造の移動利便性

の検証を通じ、高齢化等の成熟社会に向けた環状構造の優位性や役割を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This research focuses on the traditional loop-shaped urban 
structures formed before the modernization, and clarifies the typology and characteristic 
points of the loop shaped urban forms through the chronological review of loop-shaped 
cities in urbanization history and the analysis based on the literature reviews and field 
surveys. In addition, it clarifies the advantages and functions of the loop-shaped urban 
structure as the convenient and efficient urban infrastructure in the aged society through 
the case studies in cities of Japan, China an Europe. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 縮退傾向にある都心再生の骨格 
 近年、持続可能な都市の形態として再び
「コンパクトシティ」が盛んに議論されてい
るが、少子・高齢化や人口減少が進行する日
本の社会動態の中で、持続可能で利便性の高
い都市形態が模索されている。一方、縮退傾
向にある日本の地方都市の都心部でも、富山
市、松山市などは環状路面電車を LRT として
復活させ、高齢化・人口減少という成熟社会
に向けた都心部の利便性と魅力再生への取

り組みを始動させている。他都市においても
LRT 復活等による都心再生の提案は枚挙にい
とまがない。戦前の日本各地の主要都市では、
環状構造の路面電車等の敷設を見たが、自動
車社会の到来で廃止された経緯がある。近年
の環状構造の復活は当時とは異なる社会動
態の中で、異なる意味と機能を持つことにな
るが、未だその効用は明らかにされていない。 
 
(2) 成熟社会における都市構造の活かし方 
 道路等の都市インフラは容易に改変でき
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るものではないが、各都市の社会動態に合わ
せて、使いこなしていく必要がある。モータ
リゼーションの時代が到来する以前、中世欧
州では環状の城壁に取り囲まれた城郭都市
が形成されており、城壁は防御と土地利用区
別の機能を有していたが、近代化の過程の中
で城壁跡の空間は近代の循環型都市インフ
ラとしての路面電車軌道や公共施設用地等
に再機能し、当時の環状構造のアーバンデザ
インにより積極的に活用されてきた。 
 今や、人口減少と高齢化の進行といった 20
世紀前半の近代化過程とは異なる社会背景
の下、20 世紀に形成されたわが国の都市構造
を如何に活かして、成熟社会インフラとして
有効に再機能させるかは、急務の都市計画上
の課題である。コンパクトシティとは、密度、
土地利用、都市構造のみならず都市活動や生
活様式にも関わる広範な概念であるとされ
てきたが、都市構造の研究抜きにコンパクト
シティを検討することはできず、本研究はそ
の命題に対し、環状構造の効用に焦点を当て、
都市構造の観点からコンパクトシティ論に
アプローチするものである。 
 
(3) コンパクトシティの都市構造論 
世界の都市を見渡した場合、わが国の古代都
市の原型に通じる格子状都市に関する都市
史研究や東京等の大都市の放射環状構造に
関する研究には多数の蓄積があるが、人口減
少・高齢化・中心市街地衰退の社会動態下で
の都心部の構造としての環状構造に着目し
た研究は少ない。欧州都市では、ウィーン、
ミュンヘン等の旧城郭都市、シドニー市、シ
カゴ市のループ鉄道がある他、中国の南京、
西安等、現在も城郭が環状構造として残存し
ている都市もある。上述のわが国の地方都市
の環状構造を再構築する例を含め、都心部の
骨格としての環状構造の再デザインと成熟
社会インフラとしての活用方法の研究は、国
際的な都市比較研究として汎用性が高いと
言える。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では、近年、衰退・空洞化が問題
視されている都心核を対象にし、近代化以前
に都心を形成してきた環状構造の殻に着目
し、中世の環状城壁を持つ都市や、近代化に
向けての城壁跡地に循環型の都市インフラ
を形成した都市、中国の城壁都市などの都市
を環状構造都市と定義し、多様な環状構造体
の類型化を行う。 
 
(2)中国等の歴史的都市における環状構造の
空間構成や構造体（環状線）の特徴を現地調
査、文献調査により整理すると共に、環状構
造の成り立ちと変遷や市街地形成に及ぼし
た影響を明らかにする。 

更に、現代社会における役割や保全・利用
上の課題を整理する。 
 
(3) 欧州都市の事例調査を通じて、中世から
近代に引き継がれた環状構造の現代的な意
義の再評価を行なうと共に、事例分析とシミ
ュレーションの双方から環状構造の優位性
を検証する。 
 
３．研究の方法 
本研究は、上述の研究目的に基づき、以下の
方法で進めた。 
(1)環状構造都市の体系整理と類型化 
①環状構造の類型化 
中世の城郭都市、中国の城郭都市、近代化
に向けての城壁跡を活用した欧州都市の都
心、日本の近代化過程に形成された都心の環
状構造等の事例データを文献調査と現地調
査により収集し、現代における保存・利用の
観点から類型化すると共に、その成り立ちや
変遷を整理する。 
②公共交通インフラとしての環状構造の市

街地形成に対する影響に関する研究 
 わが国の路面電車の環状構造を持つ都市
を抽出し、現地調査と地理情報による分析に
基づき、環状構造の公共交通と市街地形成の
関係性を明らかとする。 
 
(2)都市インフラとしての役割と空間構成 
①福岡市都心部の形成過程における循環線

の意義と役割 
都心部の市街地形成当初から環状構造の

路面電車が運行され、現在は廃止されている
福岡市都心部を例に取り、都市史の文献調査、
現地調査により市街地形成や施設配置に及
ぼした影響等を明らかにする。 
②南京市における城壁保全・整備の変遷と課

題に関する研究 
 現在でも環状構造の大規模な城壁が保存
されている中国・南京市を城壁保全の都市と
して取り上げ、現地調査や文献調査により、
歴史的な変遷の整理と共に景観要素として
の意義や保全に関わる課題を明らかにする。 
③チベット都市における環状構造と市形成

上の意義と役割に関する研究 
 チベットの都市は、日常生活とチベット仏
教とが深く関わり、環状の巡礼路が都市活動
の中心として機能し、都市形成上の骨格とも
なっている。環状構造が歴史的観点からも、
また現代生活の観点からも市街地形成や都
市生活に密接に関わっている都市として、チ
ベット都市の構造や市街地形成の類型化を
文献調査と現地調査により明らかにすると
共に、ラサ市における環状構造の道路環境の
利用実態と保全・整備上の課題を現地調査に
より明らかにする。 
 



(3)コンパクトシティ・インフラとしての環
状構造の検証 
①ミュンヘンの都心環状構造と高密度な都
心境整備に関する研究 

 近代化の過程の中で旧城壁を道路等に再
整備した欧州都市の中でも、いち早く都心内
部の道路の歩行者専用化に取組み、高密度で
コンパクトな都心環境を整備してきたドイ
ツ・ミュンヘン市の都心部を取り上げ、都心
の環状構造の内外での土地利用や交通の観
点から環状構造が機能するための課題を抽
出した。 
②ウィーンの環状構造の移動利便性から見

た優位性の検証研究 
 19 世紀の後半に旧城壁を取り壊し、環状道
路（リンクシュトラッセ）と公共施設の配置
を進め、明確な都心部の環状構造を整備した
典型例としてウィーン市を取り上げ、現地調
査や地図情報の分析により、環状構造の役割
を明らかにすると共に、同様の条件を備えた
格子状道路モデルとの比較により、環状構造
の優位性を検証する。 
 以上の研究を通じて、歴史的な観点からみ
た環状構造の意義、および成熟社会に向けた
コンパクトシティの都市インフラとしての
環状構造の役割や優位性を明らかにしてい
った。 
 
４．研究成果 
(1)環状構造の類型化 

環状構造を持つ国内外の主要都市を抽出
し、地図や都市史に関する文献調査により各
都市の環状構造の類型化を行なうと共に、ス
ケール別に比較を行ってみた結果、抽出した
事例における現代の環状構造は、①都心への
アクセスや軌道敷地として機能している事
例のほとんどが直径１～2km であり、②通過
交通流入の抑制目的の環状道路としての機
能は、多重構造で直径 5km 以上が大半を占め
ており自動車社会における環状構造の大規
模化の傾向が確認された。 

また、国内外の都市の都心部を囲む環状構
造に関しては、近世以前に形成された旧城壁
等の環状構造や近代化の過程で形成された 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環状線の現代都市における役割や施設立地
動利便性の観点からコンパクトシティの都
市構造としての可能性についての検討を行
い、変化の状態や空間利用の観点から類型化
を行った。 
その結果、城壁または城壁跡により形成さ

れる 4タイプと新規に導入された交通網によ
り形成される 4タイプの計 6タイプに分類す
ることにより、それぞれのタイプの特徴を明
らかにする（図 1）と共に、城壁あるいは城
壁跡により形成されるタイプでの段階的な
変化のパタンを整理した（図 2）。 
 
(2)公共交通インフラとしての環状構造の市

街地形成に対する影響に関する研究 
次に、わが国の環状構造の都心を持つ都市

として、路面電車保有都市の中から 18 都市
19 事業を抽出し、路線形態と施設立地特性の
関係性について分類を行った。即ち、路線か
ら 500m の距離内に収まる領域を利用圏域と
定め、住居、公共公益施設、業務、商業施設
の集積度を基にクラスター分析を行ったと
ころ、5 つに分類できたことから、それぞれ
のタイプの特徴を把握すると共に、市街地の
規模と公共交通を中心とし環状路線の大き
には密接な関係がある点、および環状構造の
路面電車が周辺土地利用や都市施設の集積
に及ぼす影響等を明らかにした。（学会発表
⑧、⑬）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 環状構造の変遷と変容のパタン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 都心部の環状構造の類型 



(3)福岡市都心部の形成過程における循環線
の意義と役割 
過去に環状構造の路面電車を持つ都心が

形成されてきたが現在はその構造が不明確
な都市として、福岡市の都心部を取り上げ、
都心部の市街地形成過程における路面電車
を中心とする環状線(1911年から1978年まで
運行)の影響について考察を行った。 

福岡市は 1970 年代に地下鉄導入と共に廃
線にした歴史を持つが、文献調査を基に福岡
都心部のかつての路面電車の環状沿いに複
数の拠点地区が形成されてきたこと、それら
が今日でも都心機能の集積として機能して
いこと、および都心部の近代化の過程におけ
る都市施設の集積や土地利用に及ぼした影
響等を明らかにし、環状構造の公共交通の近
代化における意義を整理した（学会発表⑭）。 
 
(4) 南京市における城壁保全・整備の変遷と

課題に関する研究 
城壁が大規模に保存されている中国・南京

市の環状構造の城壁の保存状態と周辺土地
利用を現地調査と文献調査に基づき、城壁周
辺の土地利用を類型化すると共に、現代都市
における環状構造の城壁保存の意義と類型
別の課題を整理すると共に、以下の知見を得
た。 
①城壁の保全に関する法制度の変遷から、城
壁の保全に限定した法律条文や城壁周辺の
空間に対する開発基準が制定されていない
ことを指摘し、今後の都市発展とのバランス
を図るうえでも、これらの法律、基準の整備
の課題を指摘した。 
②南京市の発展による市街地の拡大に伴う
城壁の新築、形態と名称の改変、破壊、再生
等の変遷を明らかにすると共に、城壁空間の
機能、城壁の利用状況、城壁の物理的特徴等
をデータとするクラスター分析により、城壁
空間を、未整備隔離型、公園整備一体型、高
台視点場型、境界区分型の 4 タイプに類型化
し、それぞれの特徴を示した。 
③城壁の現代的役割に配慮した城壁空間を
形成し、それぞれの城壁空間の特徴を活かし
た歴史環境を構築する必要性について示唆
した。 
 また、南京の環状構造の城壁保存の課題と
して、都市発展に適応しつつ更新し続けてき
たが、現行の法制度によって南京城壁は厳格
に保護され、歴史保全の観点から改変が認め
られなくなり、逆に、柔軟性を欠いたものと
なっている点や、城壁の周辺空間との一体的
な空間として考慮する必要がある点を指摘
した（雑誌論文③、学会発表⑦、⑫）。 
 
(5) チベット都市における環状構造と市形

成上の意義と役割に関する研究 
保全型の環状構造が現在の地域の生活と

密接に関係している高密度でコンパクトな
アジア都市の事例として、チベット高原都市
の環状構造とコンパクトな都市形成の関係
に関する研究とチベット・ラサ市での近代化
過程における環状道路環境の課題に関する
調査を行った。 
チベットには、高度 2,500～5,000ｍの高原

地帯に地理的にも気候的にも独特の条件下
で形成された都市群が分布している。ラサと
北京を結ぶ鉄道の開通やユネスコ世界遺産
の指定等を受け、近年、主要な都市では観光
客が急増する等の変化が進み、一部では市街
地が拡張する傾向にあり、計画的な対応が求
められている。 
そこで、本研究は、チベットの都市の成り

立ちや構造を把握し、将来の都市成長に対応
した計画的な土地利用やインフラ整備を進
めていくために、都市形態のパタンと類型を
明らかにすることを目的とし、文献調査と都
市の地図データから形態的特徴を抽出し、ク
ラスター分析により類型化を行なうと共に
各類型別の形態的特徴と形成要因について
の考察行った。 
まず、チベット内 72 県それぞれの最大規

模の都市を抽出し、ラサを加えた 73 都市の
立地条件を分析した。更に、その内の 47 都
市に対し、都市形態を特徴付ける要因として、
旧市街の有無、都市核の数と機能、新旧市街
地の位置関係の 4つの要因を説明変数とした
クラスター分析を行った。その結果、5 つの
クラスターに分類でき、それぞれのクラスタ
ーの特徴を明らかにすると共にその特徴を
踏まえた今後の計画的対応の考え方を提示
した（雑誌論文④）。 
 チベット仏教徒による都市内の巡礼路を
巡る日常的な行為は、チベットの都市で一般
に見受けられ、大勢の巡礼者が利用する巡礼
路はチベットの都市の骨格的な都市空間で
あるが、自動車の増加や観光化などの影響で
巡礼路の環境も近年変化してきている。本研
究は、ラサ市中心部を対象に、3 つの代表的
な巡礼路の成り立ちや変遷を整理した上で、
現地調査に基づき、代表的巡礼路の形態的特
徴を明らかにするために、幅員や構成要素等
から空間構成を 4タイプに類型した。 
更に、巡礼者の夏季と冬季それぞれの路上

の行為を記録、分析し、夏季と冬季それぞれ
における時間帯別の路上の人口密度変化、沿
道建物用途や道路内の要素（樹木やファーニ
チャ等）と路上行為と関係、路上の人の分布
状態の特徴と季節間の相違を明らかにした。
以上の調査結果に基づき、歴史環境保全と利
用者の観点から見たタイプ別の巡礼路環境
の課題とその解決策としての巡礼路環境の
改善方針を整理した（雑誌論文①）。 
 
(6)ミュンヘンの都心環状構造と高密度な都



心境整備に関する研究 
欧州の多くの都市では、都心の周囲を取り

巻く環状の旧城壁を利用し、近代化の過程の
中で都心部の交通の骨格を形成する環状構
造を構築してきたが、そうした都市の中でも、
1970 年代に都心部の公共交通や歩行者専用
化の整備にいち早く取り組んだミュンヘン
市都心部を取り上げ、環状線沿道と環状内部
の土地利用と交通規制の実態に関する現地
調査を行った。 

ミュンヘン市都心部で 1970 年代から続く
環状構造内部の歩行者専用道路の拡張と維
持の結果、城壁跡を利用した現在の環状構造
は細胞膜のような構造として理解でき、内部
は複数のゾーンで形成され機能分担されて
いる。調査の結果、ミュンヘン市都心部では、
環状線を中心とした公共交通の整備、自動車
の交通規制、歩行者専用道路の指定の組み合
わせが、環状線内部の土地利用とも密接に関
係した自動車進入の抑制と快適な歩行者空
間の形成を可能とする要因となっている点
を明らかにした。 

また、その環状線につながる支線状の各街
路が機能分担することによって、高密度であ
りながらも、通過交通車両、特定施設のアク
セス車両、公共交通、自転車、徒歩等の多様
な移動手段が区域内で共存し、快適な歩行者
空間を支える仕組みが形成されている点を
明らかにした。（学会発表①、④）。 
 
(7) ウィーンの環状構造の移動利便性から

見た優位性の検証研究 
19 世紀後半に都心部を取り巻く旧城壁の

大規模な再開発によりリンクシュトラッセ
と呼ばれる環状道路を骨格とした都心部の
構造を形成するウィーン市都心部を対象に、
まずリンクシュトラッセの歴史的変遷に関
する文献と地図の収集を進め、道路断面構成
が一様でないリンクの特徴的な地点での断
面構成における自動車、自転車、歩行者の機
能分担の実態やまちなみ景観の構成を明ら
かにした。 
 次に、交通システムと沿道建築物の形態や
用途、及び環状線内部の土地利用の実態に関
する現地調査を実施し、そのデータを利用し
て環状線を骨格とする交通網の移動し易さ
と交通計画上の特性を分析した。 

また、格子状構造による移動利便性と環状
構造と公共交通の組み合わせによる移動利
便性を施設間の移動距離による指標を用い
て定量的に評価する方法を構築し、環状線内
部に分散する商業施設や公共施設間の移動
し易さの度合いを施設間の移動経路解析に
よって明らかにすると共に、公共交通と歩行
による移動し易さに関して、格子状道路パタ
ンとの比較評価を行い、環状線を骨格とする
コンパクトシティとしての移動利便性の観

点からのウィーン市都心部の環状構造の優
位性を検証した（学会発表②、③）。 
 本研究は、コンパクトシティ研究の都市構
造的なアプローチを行った研究の成果とし
て、以上の各都市におけるケーススタディを
通じ、都心部の環状構造の高密度な市街地形
成上の意味を整理すると共に、高齢化などが
進行し、自動車に過度に依存しない成熟社会
において、移動利便性が高いコンパクトな都
市を支える都市構造としての環状構造の優
位性と課題を明らかにした。 
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